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1. 座標平面上に 2つの直線 l : y = 2x+ 4;m : y = ¡2x+ 12がある．2直線 l;mの交点を Aとし，直線 m

と x軸の交点を Bとする．線分 ABを直径とする円をKとし，直線 lと円Kの共有点で Aでない方を Cと
する．また，D(2; 0)とする．

Ñ 点 Aの座標は " ; : であり，円Kの中心の座標は " ; :，半径は D

である．また，

点 Cの座標は %¡ ; = である．
Ò ÎADC = ®;ÎBCD = ¯とするとき，tan® = であり，sin(®¡ ¯) =

D

である．

Ó a を定数とし，円 K の点 D を含む弧 BC と線分 AB および線分 AC で囲まれた領域を L とする．点
(x;y)が領域 Lを動くとき，ax¡ yの最大値Mは，

a < ¡
ア
イ
のとき，M = "a+ :

¡
ア
イ
· a <

ウ
エ
のとき，M = a¡ +

D "a2 + :
ウ
エ
· aのとき，M = a

である．
また，aの値が変化するとき，Mが最小値をとるのは，a = のときである．

2. aは 0 < a · 1を満たす定数とし，関数 f(x) = log(x+ a)がある．
Ñ a = 1とする．y = f(x)のグラフを C1 とし，C1 上の点 (1;f(1))における法線を lとする．

‘ f0(1) = であり，法線 lの方程式は，y = x+ ア + log イ である．また，C1 と lおよび y

軸で囲まれた図形の面積は， ¡ log である．
’ p;qを定数とし，qは log 2 < q < ア + log イ を満たすとする．y = p log(x+1)+ qのグラフを
C2 とし，C2 が点 (1; log 2)を通るとき，q = " ¡ p: log である．このとき，x ¸ 0の部分で C2

と lおよび y軸で囲まれた図形の面積が log 2 + 1
2

であれば，p = である．

Ò g(a) =
Z 1

0
f(x) dxとする．

g(a) = "a+ : log "a+ : + a loga¡ a+

である．また，g0(a) = 0の解は，a =

D

¡
であり，aの値が変化するとき，g(a)の最小値は

log

D

+
+ ¡

D

である．
3. iを虚数単位とし，2つの複素数 ® = 2+ 4i; ¯ = 1¡ 3iがある．

Ñ ® =

D

; ®
¯ = + iであり，®

¯ を極形式で表すと，
®
¯ =

D %cos ア
イ

¼+ sin
ア
イ

¼=
となる．ただし，0 · arg ®

¯ < 2¼とする．また，$ ®
¯ <20 = である．

Ò 複素数 zは，方程式 z¡ ¯ =
B

2を満たしている．このとき， z¡ ® の最大値は
D

であり，
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そのときの zは ¡ i である．

Ó 複素数平面上で，複素数 ®;¯が表す点をそれぞれ A，Bとする．° =
¡ i とするとき，直線 AB

上の点を表す複素数 zは，つねに方程式 °z+ °z = 1を満たす．このとき，zw = 10を満たす複素数 wが

表す点は，点 + i を中心とし，半径が

D

の円周上にある．また，複素数 z;wが表す点をそ

れぞれ P，Qとし，P，Qは実軸上にないとする．ÇPOQの面積が最大となるとき，直線 ABはÇPOQの
面積を ウ : エ の比に分ける．ただし，Oは原点とし， ウ < エ とする．


